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若
者
で
に
ぎ
わ
う
〝
ま
ち
〟
に

今
年
３
月
31
日
、
高
松
市
の
中
心
商
業
地

区
南
部
に
位
置
す
る
常
磐
町
商
店
街
に
、
香

川
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト･

キ
ャ
ン
パ
ス
「
ミ
ッ

ド
・
プ
ラ
ザ
」
が
開
設
し
た
。

高
松
市
の
人
口
は
42
万
人
。
人
口
１
人
あ

た
り
の
大
型
店
の
店
舗
面
積
が
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
高
松
市
で
は
、
若
者
を
中
心
に
中

心
市
街
地
か
ら
郊
外
へ
消
費
が
流
出
し
て
い

る
。
ま
ち
に
活
気
を
取
り
戻
す
に
は
、
若
者

の
存
在
が
不
可
欠
だ
。

６
５
０
０
人
と
い
う
香
川
大
学
の
学
生
数

は
、
高
松
市
の
18
～
22
歳
人
口
の
３
割
超
を

占
め
る
。
つ
ま
り
、
学
生
た
ち
の
存
在
は
、

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
大
き
な
鍵
と

な
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
の
開
設
は
、
商
店
街
に

学
生
た
ち
を
呼
び
戻
し
、
商
店
街
に
興
味

を
持
っ
た
り
買
い
物
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
、

目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
に
と
っ
て
は
、
大
学
教
育
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
商
店
街
を
活
用
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
学
生
証
に
搭
載
さ
れ
た

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
利
用
履
歴
を
も
と
に
、
学
生

の
商
店
街
で
の
消
費
行
動
を
分
析
、
商
店
街

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
か
す
な
ど
、
生
き

た
調
査
研
究
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
独
自
の

授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
の
差
別

化
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
香
川
大
学
・
高
松
市
・
香
川
県
は
、

平
成
17
年
度
か
ら
３
年
間
、「
広
域
行
政
に
お

け
る
拠
点
地
域
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研

究
」
事
業
を
共
同
で
行
い
、
そ
の
成
果
に
基

づ
い
て
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
（
創
造
的
複
合
機
能
体
）」
事
業
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
エ
リ
ア
内
に
創
造
的
な
拠
点
を

つ
く
り
、
地
域
経
済
と
中
心
市
街
地
を
活
性

化
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
第
一
号
と

な
る「
ブ
リ
ー
ザ
ー
ズ 

ス
ク
エ
ア（
ブ
リ
ス
ク
）」

が
、
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
と
併
設
し
て
7
月
5

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

高
松
市
が
支
援
し
て
運
営
さ
れ
る
ブ
リ
ス

ク
は
、
音
楽
を
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
情
報
発

信
す
る
ス
ポ
ッ
ト
。
若
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

な
る
が
、
若
者
が
集
う
こ
と
で
多
様
な
世
代

の
来
街
を
促
し
〝
市
民
で
に
ぎ
わ
い
、
市
民

が
交
流
す
る
商
店
街
〟
の
復
活
を
目
指
す
。

ま
だ
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
音
楽

の
情
報
発
信
だ
け
で
は
な
く
、
若
者
の
起
業

支
援
や
地
域
産
品
を
使
っ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
だ
。

地
元
住
民
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

全
国
初
の
試
み
と
し
て
注
目
を
集
め
る
民

間
主
導
型
の
市
街
地
再
開
発
事
業
も
進
ん
で

い
る
。
８
つ
の
商
店
街
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位

置
す
る
丸
亀
町
商
店
街
だ
。

全
長
４
７
０
ｍ
の
商
店
街
を
Ａ
～
Ｇ
の
7

つ
の
「
街
区
」
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
、
商
店
街

の
一
部
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
街
区
を

対
象
と
し
た
再
開
発
を
段
階
的
に
行
っ
て
い

る
。「
人
が
住
み
、
人
が
集
う
ま
ち
」
を
目

指
し
て
、
街
区
ご
と
に
特
徴
を
持
た
せ
な
が

ら
、
公
園
や
飲
食
店
、
生
活
雑
貨
店
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
丸
亀
町
商
店
街

に
不
足
し
て
い
た
機
能
を
補
っ
て
い
く
計
画

だ
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
つ
い
て
も
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
個
人
認
証
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。

再
開
発
は
、
地
元
住
民
が
中
心
と
な
っ
て

立
ち
上
げ
た
第
３
セ
ク
タ
ー
の
「
高
松
丸
亀

町
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
が
進
め

て
い
る
。
平
成
16
年
に
工
事
を
着
工
し
、
平

成
18
年
に
は
Ａ
街
区
が
完
成
。
こ
の
Ａ
街
区

が
吸
引
力
と
な
っ
て
、
商
店
街
に
は
に
ぎ
わ

い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。
全
国
の
自
治
体
や
商

工
会
議
所
の
見
学
も
後
を
絶
た
な
い
。

大
学
と
商
店
街
の
商
学
連
携
の
取
り
組

み
、
若
者
を
商
店
街
に
呼
び
戻
す
〝
に
ぎ
わ

い
創
出
拠
点
〟
の
始
動
、
地
元
住
民
に
よ
る

商
店
街
再
開
発
、
そ
し
て
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
―
―

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
時
に
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。
目
指

す
も
の
は
同
じ
、
高
松
ら
し
い
、
に
ぎ
わ
い

と
活
力
あ
る
〝
ま
ち
〟
の
創
造
だ
。
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Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
と
と
も
に
、

ま
ち
を
つ
く
る

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
事
業
が
進
む
高
松
市
。

目
指
す
の
は
大
都
市
の
模
倣
で
は
な
い
、
地
方
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
だ
。

大
学
・
行
政
・
地
元
商
店
街
―
―
そ
れ
ぞ
れ
が
、時
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
特
性
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。
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「
国
立
大
学
法
人
法
に
よ
り
法
人
化
し
た

大
学
の
使
命
は
、
教
育
と
研
究
だ
け
で
は
な

い
。
社
会
貢
献
も
重
要
だ
。
地
方
の
国
立
大

学
は
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
貢
献
す
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も
、
中
心
市
街
地
活

性
化
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
」
と
、

香
川
大
学
の
角
田
直
人
理
事
は
、
大
学
と
し

て
の
活
動
意
義
を
語
る
。

香
川
大
学
で
は
、
高
松
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
に
も
組
み
込
ま
れ
た
「
交
通

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
支
援
型
多
世

代
交
流
ま
ち
づ
く
り
事
業
」（
経
済
産
業
省
補

助
事
業
）
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
大
学
の

職
員
証
・
学
生
証
へ
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
搭
載
だ
。

「
学
生
証
の
Ｉ
Ｃ
化
を
検
討
し
た
と
き
、

ま
ず
候
補
に
上
が
っ
た
の
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
と
の
提
携
だ
っ
た
。
し
か
し
高
松
で

は
、
こ
と
で
ん
が
発
行
す
る
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が

ゆ
く
ゆ
く
は
地
域
カ
ー
ド
に
な
る
だ
ろ
う
と

見
ら
れ
て
い
た
。
学
生
証
に
非
接
触
型
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
あ
る
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
機
能
を
搭
載
す

れ
ば
、
大
学
が
主
導
で
き
る
地
域
活
性
化
に

か
か
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
展
開
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
」

常
磐
町
商
店
街
に
開
設
し
た
大
学
の
サ
テ

ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス「
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
」
は
、

そ
の
活
動
拠
点
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
の

シ
ー
ズ
と
を
結
び
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
交
流
塾
、
講
義
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
実
施
す
る
。

「
商
店
街
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
れ
ば
、
学

生
た
ち
は
電
車
や
バ
ス
を
利
用
し
、
商
店
街

に
足
を
運
び
、
買
い
物
を
す
る
。
ミ
ッ
ド
・

プ
ラ
ザ
を
学
生
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の

場
に
提
供
し
、
さ
ら
に
来
街
の
機
会
を
増
や

し
て
い
く
。
そ
う
し
た
仕
掛
け
に
よ
る
に
ぎ
わ

い
創
出
も
、
目
的
の
一
つ
」

最
も
大
き
な
目
的
は
研
究
だ
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ

ａ
の
利
用
履
歴
か
ら
、
学
生
た
ち
が
商
店
街

を
ど
う
回
遊
し
た
か
を
分
析
し
、
商
店
街
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
。学
生
た
ち
は
、

自
ら
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
消
費
行
動
分
析
を
行

う
な
ど
、
実
践
的
な
調
査
研
究
が
で
き
る
。

昨
年
は
、
商
店
街
の
店
主
を
対
象
に
「
商

人
塾
」
を
開
催
、商
店
街
の
広
場
を
会
場
に
、

有
識
者
の
講
演
や
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

行
っ
た
。
通
り
が
か
っ
た
買
い
物
客
も
参
加

し
盛
況
だ
っ
た
と
い
う
。
今
年
は
ミ
ッ
ド
・

プ
ラ
ザ
を
会
場
に
開
催
す
る
予
定
だ
。

「
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
の
開
設
セ
レ
モ
ニ
ー
で

も
、商
店
街
の
大
き
な
期
待
を
感
じ
た
。
ミ
ッ

ド
・
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
、
商
店
街
と
い
う
地

の
利
を
活
か
し
た
多
世
代
交
流
や
研
究
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
ま
ち
の
活
性
化
に
活
か
し

て
い
く
。
活
性
化
し
た
ま
ち
を
素
材
と
す
る

新
た
な
研
究
で
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
活
性
化

を
促
す
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
つ
く
り
あ
げ
て
、

こ
の
事
業
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
」

大
学
と
し
て
は
、
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
を
ま

ち
に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
運
営
し
て
い
く

方
針
だ
。
大
学
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、

農
学
部
の
農
場
で
収
穫
し
た
無
農
薬
野
菜
の

販
売
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表
―
―
プ
ラ
ン

は
次
々
と
出
て
く
る
。

「
大
学
は
社
会
の
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
な

い
自
由
な
立
場
に
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
の
期

待
に
応
え
、
香
川
大
学
が
高
松
市
や
香
川
県

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
る
よ

う
努
力
し
た
い
」

現
在
、
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
内
に
設
置
し
た

情
報
端
末
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
か
ざ
す
と
、
商

店
街
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
割
引
情
報
を
入
手
で

き
る
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｉ
ｒ

ｕ
Ｃ
ａ
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

さ
ら
な
る
開
発
も
課
題
だ
。

「
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、
学
生

証
が
Ｉ
Ｃ
化
し
た
か
ら
で
き
た
の
で
は
な
く
、

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
た
カ
ー

ド
を
搭
載
し
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。
単
な
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
学
生
証

だ
っ
た
ら
、
学
内
だ
け
に
活
動
が
閉
ざ
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
」

医
学
部
が
開
発
し
た
電
子
カ
ル
テ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
も
、
ま
も
な
く
稼
動
す

る
。
大
学
な
ら
で
は
の
研
究
を
地
域
に
活
か

し
、
人
々
に
届
け
る
役
割
を
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

が
担
っ
て
い
る
。　

ミッド・プラザでのゼミ風景

特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ]

大
学
な
ら
で
は
の

研
究
を
活
性
化
に

活
か
し
た
い
。

香
川
大
学

国立大学法人　香川大学　理事・副学長

角田直人
Naoto SUMIDA
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「
8
つ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
が
連
な
る
中

央
商
店
街
が
栄
え
て
い
た
頃
、最
も
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
の
が
常
磐
町
商
店
街
だ
っ
た
。
大
規

模
店
も
2
店
出
店
し
て
い
て
、
満
員
電
車
に

例
え
ら
れ
る
ほ
ど
人
通
り
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
、
平
成
４
年
の
大
店
法
の
改
正
で
大
型

店
が
郊
外
出
店
し
始
め
る
と
、
中
心
市
街
地

の
商
店
街
は
ど
ん
ど
ん
疲
弊
し
て
い
き
、
常

磐
町
の
大
規
模
店
も
撤
退
。
買
い
物
客
は
さ

ら
に
流
出
し
、
昨
年
の
６
月
に
は
空
き
店
舗

率
が
36
％
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

高
松
市
産
業
経
済
部
商
工
労
政
課
兼
都
市

整
備
部
ま
ち
な
か
再
生
課
の
秋
山
浩
一
主
幹

は
、
急
速
に
衰
退
し
た
常
磐
町
商
店
街
の
現

状
を
こ
う
説
明
す
る
。

「
こ
れ
ま
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど

を
結
成
し
て
、
地
域
の
人
々
や
市
が
一
緒
に

な
っ
て
、
活
性
化
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
。
い
ち
ば
ん
大
き
な
課
題

は
大
規
模
店
の
跡
地
の
再
開
発
だ
が
、
今
は

ま
ず
そ
れ
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
状
況
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
常
磐
町
商
店
街

が
活
気
づ
く
〝
に
ぎ
わ
い
創
出
〟
の
拠
点
が

ぜ
ひ
と
も
必
要
」

そ
の
拠
点
と
し
て
開
設
さ
れ
た
の
が
ブ
リ
ス

ク
だ
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
音
・
楽
・
街
」
―

―
音
楽
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
情
報
を
発
信
し
て

い
く
。
具
体
的
に
は
、
地
方
都
市
で
は
な
か

な
か
入
ら
な
い
最
新
の
音
楽
情
報
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ

や
Ｃ
Ｄ
視
聴
と
い
う
形
で
提
供
す
る
ほ
か
、

文
化
・
芸
術
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
施
設

内
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
。
関
連
施
設
と
し

て
ラ
イ
ブ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
「
ブ
リ

ス
ク
・
テ
ン
チ
カ
」（
こ
と
で
ん

瓦
町
駅
地
下
広
場
）
も
設
け

た
。「

ブ
リ
ス
ク
は
、
い
わ
ば
〝
に

ぎ
わ
い
創
出
〟
の
起
爆
剤
。

音
楽
と
い
う
誰
も
が
参
加
で
き

る
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、
民
だ

け
で
も
官
だ
け
で
も
実
現
で
き

な
い
、
ま
ち
の
活
性
化
の
新
し

い
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て
い
く
」

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ず
ば
り
若
者
。
実
は
常
磐

町
商
店
街
に
は
、
若
者
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
だ
と
言
う
。

「
瓦
町
駅
は
、
こ
と
で
ん
の
電
車
と
バ
ス
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
。
付
近
に
は
複
数
の
高
校
や
大

学
が
あ
り
、
常
磐
町
商
店
街
は
若
い
人
の
通

行
量
が
非
常
に
多
い
。
今
で
も
１
日
の
通
行

量
は
８
０
０
０
人
に
上
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
で
こ
ん
な
に
人
が
通
る
場
所
は
め
ず
ら
し

い
。
た
だ
の
通
過
点
だ
っ
た
こ
の
場
所
を
、

若
者
の
ま
ち
に
変
え
て
い
く
」

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
を
つ
く
り
、
Ｐ
Ｖ
な

ど
を
独
自
に
編
成
。
52
イ
ン
チ
大
型
液
晶
ビ

ジ
ョ
ン
で
オ
ン
エ
ア
、〝
常
磐
町
に
来
た
か
ら

こ
そ
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
〟
を
提
供

し
て
い
く
。エ
リ
ア
限
定
の
ワ
ン
セ
グ
放
送
も
、

検
討
の
ひ
と
つ
に
上
が
っ
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
音
楽
と
フ
ァ
ン
シ
ョ
ン
、

ア
ー
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
よ
り
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
文
化
活
動
を
展
開
し
て
い

く
予
定
だ
。
ま
た
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
に
併
設

す
る
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
香
川
大
学
と
の

連
携
事
業
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

「
ま
ち
に
活
力
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ワ
ー
が
不
可
欠
。
若
者
の

起
業
支
援
も
進
め
て
い
く
。
県
内
の
伝
統
工

芸
品
や
特
産
品
と
若
い
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ブ
リ
ス
ク
・
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
」

ブ
リ
ス
ク
会
員
制
度
も
検
討
中
だ
。

「
香
川
大
学
の
よ
う
に
会
員
カ
ー
ド
に
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
使
っ
て
、
活
動
を
広
げ
て
い
き

た
い
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

に
Ｉ
Ｃ
の
可
能
性
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か

を
考
え
て
い
く
」

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
は
、
中

央
商
店
街
へ
の
新
規
出
店
に
対
す
る
補
助
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
常
盤
町
商
店
街
で

も
出
店
者
を
募
る
「
空
き
店
舗
ツ
ア
ー
」
な

ど
を
開
催
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

「
北
部
の
丸
亀
町
の
再
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
こ
れ
で
南
部
も
活
気
づ
け
ば
、
中
央
商

店
街
全
体
が
活
性
化
で
き
る
と
思
う
。
他
の

商
店
街
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
常
磐
町
を
盛

り
立
て
て
い
き
た
い
」

“にぎわい創出”拠点として開設された
ブリスクと香川大学のミッド・プラザ。

情
報
発
信
施
設
で

若
者
の
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
す
。

高
松
市

高松市産業経済部商工労政課
兼都市整備部まちなか再生課　主幹

秋山浩一
Koichi AKIYAMA
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「
自
治
体
が
元
気
に
な
る
に
は
、
一
定
の
税

収
を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
税
収

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
地
価
が
高
い

中
心
市
街
地
。
中
心
市
街
地
が
活
気
づ
か
な

い
と
、
地
域
経
済
の
活
性
化
も
成
り
立
た
な

い
」高

松
丸
亀
町
商
店
街
振
興
組
合
（
以
下
、

振
興
組
合
）の
熊
紀
三
夫
専
務
は
主
張
す
る
。

丸
亀
町
商
店
街
は
８
つ
の
商
店
街
の
な
か

で
も
最
も
大
き
く
、
そ
の
歴
史
も
開
町
か
ら

数
え
て
４
２
０
年
余
と
最
も
古
い
。

ピ
ー
ク
時
の
昭
和
45
年
、
丸
亀
町
商
店
街

に
は
１
０
０
０
人
程
の
住
人
が
暮
ら
し
て
い

た
。
し
か
し
、
平
成
に
入
る
と
、
中
心
市
街

地
は
徐
々
に
衰
退
し
、
丸
亀
町
商
店
街
の
住

民
人
口
も
、
ピ
ー
ク
時
の
８
％
に
も
満
た
な

い
75
人
に
ま
で
減
少
す
る
。

「
バ
ブ
ル
経
済
で
地
価
が
高
騰
し
、
従
来
の

商
売
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
商
店
街
か
ら

ど
ん
ど
ん
人
が
出
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

住
民
が
利
用
し
て
い
た
食
料
品
や
生
活
必
需

品
を
扱
う
店
が
な
く
な
り
、
商
店
街
の
業
種

が
偏
っ
て
い
っ
た
。
毎
日
の
買
い
物
に
出
か

け
る
商
店
街
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
時

間
と
と
も
に
、
ま
ち
が
痛
ん
で
い
っ
た
」

振
興
組
合
は
〝
１
０
０
年
後
も
商
業
の
中

心
で
あ
り
続
け
る
商
店
街
〟と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
き
、
平
成
２
年
、
丸
亀
町
再
開
発
委
員

会
を
発
足
し
て
い
る
。
そ
の
翌
年
、
本
事
業

の
基
礎
と
な
る
再
開
発
計
画
を
策
定
し
た
。

「
消
費
者
が
郊
外
大
型
店
を
支
持
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
郊
外
規
制
が
即
、
中
心
部
の

再
生
に
直
結
す
る
と
は
思
え
な
い
。
商
店
街

を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、行
政
頼
み
で
は
な
い
、

自
分
た
ち
で
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
覚

悟
と
努
力
が
必
要
」

平
成
11
年
に
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
高
松

丸
亀
町
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
（
以
下
、
ま

ち
づ
く
り
会
社
）
を
設
立
、
再
開
発
に
向
け

た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
た
。
権
利
が
複
雑

に
か
ら
む
土
地
問
題
は
、
所
有
と
利
用
を
分

け
る
形
で
解
決
し
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
商

店
街
全
体
を
一
括
し
て
運
営
。
業
種
の
偏
り

を
是
正
し
、
商
店
街
全
体
の
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ

ク
ス
を
行
う
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
行
政
の

支
援
を
得
る
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
自
主

財
源
で
賄
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
。

「
商
店
街
は
、
店
が
集
ま
っ
て
つ
く
ら
れ
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
た
め
に
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
ひ
と
つ
の
〝
ま
ち
〟
と
し

て
助
け
合
っ
て
き
た
伝
統
が
あ
る
。
そ
の
伝

統
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
の
仕
組
み
を
組
み
立
て

直
し
〝
人
が
住
め
る
ま
ち
〟
を
取
り
戻
そ
う

と
い
う
の
が
丸
亀
町
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
地
方
の

商
店
街
は
、
住
ん
で
い
る
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
な
い
限
り
、
人
は
集
ま
っ
て
こ
な
い
。
人

が
集
ま
る
か
ら
こ
そ
、い
い
商
売
が
成
り
立
っ

て
い
く
。
ま
ち
が
活
性
化
す
る
」

再
開
発
事
業
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
居

住
環
境
を
整
備
し
、
居
住
人
口
の
増
加
を
図

る
。
丸
亀
町
商
店
街
で
快
適
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能
・
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
目
指
す
計
画
だ
。
さ
ま
ざ
ま

な
利
便
施
設
や
医
療
施
設
、
温
浴
施
設
な
ど

の
建
設
計
画
が
順
調
に
進
め
ば
、
数
年
後
に

は
、
人
々
が
暮
ら
し
や
す
い
中
心
市
街
地
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
中
心
市
街
地
に
居
住

し
た
い
と
思
う
市
民
も
増
え
る
だ
ろ
う
。

「
20
年
か
け
て
、
こ
の
ま
ち
は
衰
退
し
て
き

た
。
同
じ
時
間
を
か
け
て
復
興
し
て
い
こ
う

と
取
り
組
ん
で
い
る
。
ひ
と
つ
ず
つ
積
み
重

ね
て
、
住
民
が
幸
せ
に
生
活
で
き
る
、
時
代

に
左
右
さ
れ
な
い
潰
れ
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
上

げ
て
い
き
た
い
」

小
さ
く
て
住
み
や
す
い
ま
ち
、
お
年
寄
り

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
が
理
想
だ
。

「
Ｉ
Ｃ
化
の
効
果
と
い
う
の
は
、
普
段
の
生

活
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
便
利
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。
来
年
、
完
成
予
定
の
医
療
モ
ー
ル

で
は
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
診
察
券
と
支
払
い
に

採
用
す
る
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
Ｉ
Ｃ
を
活
用
し

て
住
民
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
丸
亀
町

の
暮
ら
し
や
す
さ
を
高
め
て
い
く
」

商
店
街
の
自
治
に
よ
る
再
開
発
事
業
が
牽

引
す
る
、
ま
ち
の
活
性
化
―
―
丸
亀
町
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

“人が住み、人が集うまち”を目指し、
再開発が進められている丸亀町商店街。
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商
店
街
の
自
治
で
、

時
代
に
左
右
さ
れ
な
い

ま
ち
へ
。

丸
亀

商
店
街

高松丸亀町商店街振興組合　専務理事
（高松丸亀町まちづくり株式会社　取締役）
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